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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

　
兵
庫
県
三
木
市

　
有
野
　
勇

こ
の
度
、
本
年
度
の
総
会

に
お
い
て
、
理
事
の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
支
部
は
一
九
八
六

年
四
月
二
十
二
日
会
員

五
十
七
名
で
設
立
、
兵
庫
県

支
部
は
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
現
在
約
二
〇
〇
名
が
所

属
活
動
し
て
い
ま
す
。

歴
代
支
部
長
始
め
会
員
各

位
の
功
績
に
対
し
て
、
心
よ

り
敬
意
を
表
す
と
共
に
こ
れ

か
ら
も
そ
の
精
神
を
継
承
し

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
援
助
を
受
け
な

い
で
、
生
活
出
来
る
環
境
に

感
謝
し
て
、
相
手
に
感
動
を

与
え
る
善
行
は
自
分
も
感
動

し
ま
す
。

奉
仕
活
動
に
は
ゴ
ー
ル
は

な
い
の
で
す
か
ら
・
・
・
・

◇
第
二
回
理
事
会
が
六
月
三
十
日
に
書
面
に
よ
り
行
わ
れ
、
互

選
の
結
果
、
会
長
に
勝
野
堅
介
氏
、
副
会
長
に
相
澤
、
高
田
、

山
下
の
三
氏
、
常
務
理
事
に
石
井
、
黒
澤
、
島
村
、
濱
武
、

松
本
の
五
氏
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
名
誉
会
長
に
藤
田
耕
三

氏
、
参
与
に
須
郷
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
　
　
　   

（
五
十
音
順
）

▽
名
誉
会
長　
　

藤 

田 

耕 

三

(

元
広
島
高
等
裁
判
所
長
官)

▽
会　
　

長　
　

勝 

野 

堅 

介

(

元
内
閣
府
賞
勲
局
長)

▽
副 

会 

長　
　

相 

澤 

克 

也

(

群
馬
県
前
橋
支
部
長)

　
　

 

同 　
　
　

高 

田 

　

 

修

(

東
京
都
板
橋
支
部
顧
問)

　
　

 

同 　
　
　

山 

下 

純
雲
子(

東
京
都
渋
谷
区
支
部
顧
問)

▽
常
務
理
事　
　

石 

井 

將 

博

(

東
京
都
豊
島
支
部
長) 

　
　

 

同 　
　
　

黒 

澤 

　

 

猛

(

北
海
道
北
見
地
区
支
部
長)

　
　

 

同 　
　
　

島 

村 

弘 

子

(

群
馬
県
・
北
毛
支
部
長)

　
　

 

同 　
　
　

濱 

武 

　

 

隆

(

長
崎
県
佐
世
保
支
部
長)

　
　

 

同 　
　
　

松 

本 

カ
ネ
子(

栃
木
県
宇
都
宮
支
部
長)

▽
参　
　

与　
　

須 

郷 

勝 

雄

(

元
青
森
県
青
森
支
部
長)

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会

新
役
員

　　
桐
生
支
部

令
和
四
年
度
春
季
・

特
別
善
行
表
彰
受
賞
者

伝
達
式
の
開
催

六
月
十
二
日
（
日
）、
桐
生

市
青
年
の
家
で
令
和
四
年
度

春
季
・
特
別
善
行
表
彰
受
賞

者
伝
達
式
を
開
催
し
、
春
季

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り善

行
受
賞
者
三
名
、
特
別
善

行
金
章
一
名
、
特
別
善
行
銀

章
三
名
に
支
部
長
よ
り
表
彰

状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　　
群
馬
県
北
毛
支
部

令
和
四
年
度
定
期
総
会

並
び
に
創
立
二
十
周
年

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

の
開
催

去
る
六
月
五
日
（
日
）
伊
香

保
温
泉
　
ホ
テ
ル
松
本
楼
に

お
い
て
、
定
期
総
会
並
び
に

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
及

び
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
、
島
村
支
部

長
の
挨
拶
に
続
き
、
令
和
三

年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
続
い
て
令
和
四
年
度
の

役
員
の
改
選
（
案
）・
事
業
計

画
（
案
）、
収
支
・
支
出
予
算

（
案
）
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通

り
決
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
顧
問
一
名
、
支

部
長
一
名
、
副
支
部
長
五
名
、

監
事
二
名
、
会
計
書
記
二
名
、

理
事
十
四
名
の
体
制
で
、
新令和４年度定期総会の状況

創立 20 周年記念式典の
記念撮影の状況

監
事
一
名
を
加
え
、
会
員
総

数
百
五
十
一
名
が
し
っ
か
り

し
た
活
動
が
出
来
る
よ
う
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
別
会
場
で

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
一
般
社
団
法

人
日
本
善
行
会
　
勝
野
堅
介

会
長
、
高
木
勉
渋
川
市
長
、

及
び
渋
川
市
、
吉
岡
町
、
榛

東
村
、
高
山
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
各
会
長
、
堀
口
克

己
高
崎
支
部
長
、
横
須
賀
邦

一
桐
生
支
部
長
、
相
澤
克
也

前
橋
支
部
長
（
本
部
副
会
長
）

を
来
賓
と
し
て
ご
列
席
を
賜

り
、
当
支
部
会
員
九
十
名
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。初

め
に
当
支
部
活
動
の
ご

協
力
を
頂
い
た
企
業
で
あ
る

北
関
東
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販
売

株
式
会
社
、
伊
香
保
国
際
カ

ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
上
毛
電

業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
エ

イ
セ
イ
管
理
セ
ン
タ
ー
、
有

限
会
社
　
正
栄
技
研
の
五
社
、

及
び
高
木
　
哲
様
に
勝
野
会

長
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、

島
村
支
部
長
か
ら
記
念
品
と

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
渋
川
市
、
吉
岡
町
、
榛

東
村
、
高
山
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
活
動
資
金
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
支
部
か
ら
推
薦

し
た
特
別
善
行
金
章
・
銀
章

を
受
賞
し
た
八
名
に
勝
野
会

長
か
ら
金
章
・
銀
章
が
授
与

さ
れ
、
島
村
支
部
長
か
ら
記

念
品
の
贈
呈
の
後
、
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
勝
野
会
長

や
高
木
市
長
か
ら
「
創
立
二
十

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
支
部
で
は
、
島
村
支
部
長

を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
あ
る
児
童
養
護
施
設
へ

の
慰
問
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
青
パ
ト
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
環
境
美
化

活
動
な
ど
を
計
画
的
且
つ
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
と
て

も
す
ば
ら
し
い
支
部
で
す
・・・

今
後
も
皆
様
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。」
な
ど
と
ご

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、祝
賀
会
に
移
行
し
、

令
和
四
年
度
の
春
の
叙
勲
受

章
者
三
名
に
島
村
支
部
長
か

ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の

栄
誉
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
の
飲
み
物
が

無
い
会
食
を
行
い
、
会
食
中
、

ひ
ま
わ
り
楽
団
の
演
奏
に
よ

り
歌
手
で
会
員
で
も
あ
る
沢

田
知
佳
さ
ん
、
南
部
三
賀
子

さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
歌
声
を

披
露
、
全
員
が
歌
に
合
わ
せ

手
拍
子
す
る
な
ど
、
祝
賀
会

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
員
か
ら
「
創
立
二
十
周

年
と
長
期
に
亘
り
活
動
出
来

た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

一
つ
の
節
目
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
力
に
な
り
ま
し
た
。」
と
創

立
二
十
周
年
記
念
式
典
及
び

祝
賀
会
を
開
催
し
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
共
に
会
員
全
員

が
一
丸
と
な
り
、
今
後
の
発

展
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　　
沖
縄
県
支
部

特
別
表
彰
伝
達
式
の
開
催

こ
の
度
、
本
部
町
役
場
に

お
い
て
、
授
賞
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
良
武
康
町
長
よ
り
、
崎

浜
秀
進
氏
、
渡
久
地
政
弘
氏

へ
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ
ル
、

徽
章
が
、
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
相
澤
さ
ん
、
私
は
ね
五
歳

の
時
に
先
生
か
ら
こ
の
子
は
、

小
学
校
に
は
行
け
な
い
と
母

親
が
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。」

そ
れ
か
ら
八
十
年
の
間
に

小
西
先
生
は
、
身
体
中
に
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
病
に
襲
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
で
も
、
僕
は

こ
の
く
ら
い
の
病
気
に
は
絶

対
に
負
け
な
い
と
自
分
自
身

に
言
い
聞
か
せ
て
戦
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
不
撓
不
屈

の
精
神
で
世
の
中
の
為
に
は
、

何
か
を
せ
ね
ば
と
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
為
に
地
域
社
会

の
為
に
と
、
不
自
由
な
体
な

が
ら
も
社
会
貢
献
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

ご
縁
が
あ
り
日
本
善
行
会
の

一
員
と
し
て
世
の
為
、
人
の

為
に
と
善
行
精
神
の
普
及
と

実
践
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
て
、

誠
に
残
念
で
し
た
が
、
齢

八
十
四
歳
の
御
年
で
天
寿
を

全
う
し
て
ご
逝
去
を
さ
れ
ま

し
た
。
小
西
先
生
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
や
り
か
け
た
沢

山
の
奉
仕
活
動
が
お
有
り
で

し
ょ
う
が
多
く
の
後
輩
の

方
々
が
、
先
生
の
後
を
引
継

い
で
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
、
安
ら
か
に
お
休
み

く
だ
さ
い
。
合
掌

平
成
の
終
り
頃
、
釧
根
支

部
を
ご
訪
問
し
た
時
に
お
聞

き
し
た
お
話
を
思
い
浮
か
べ

て
追
悼
の
ペ
ン
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会

　
副
会
長   

相
澤
　
克
也

小

西

先

生

を

偲

ぶ

新
理
事
の
紹
介

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行

会
の
活
動
を
広
く
人
々
に
認

知
し
て
い
た
だ
く
為
に
思
い

や
り
の
心
で
、
人
に
接
し
笑

顔
あ
ふ
れ
る
暖
か
い
地
域
に

密
着
し
た
善
行
活
動
を
見
い

だ
し
感
動
を
共
有
で
き
る
、

心
の
絆
で
結
ば
れ
た
活
動
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
微
力
で
は

御
座
い
ま
す
が
、
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
理
事
と
し

て
日
本
善
行
会
の
発
展
に
寄

与
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
面
へ
つ
づ
く


